
【　金野井用水(金野井揚水機場)　】

用 水 位 置 図

大正中期までこの周辺の耕地は湿田地帯であったが、大正6～11年に庄内古川の付替え、
大正中期～昭和初期にかけての耕地整理事業により湿田耕地は乾田化された。しかし、水源
である江戸川の河床低下、取入樋管位置の不良等により年々水不足が生じ、戦後までこの様
な状態が起こっていた。そこで、県営かんがい排水事業江戸川右岸地区の実施(S28～39)に
より、個々にあった樋管を統廃合し上流の現在位置に新設、併せて幹線水路を整備したが、
江戸川の河床低下が進行したため、揚水機を設けることとなった。その後、利根中央農業用
水再編事業の実施(H4～15)により施設を全面改築し現在に至る。
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